
提

出

者

金

田

誠

一

平
成
十
四
年
五
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

八

三

号

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
発
電
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
発
電
に
関
す
る
質
問
主
意
書

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
れ
ば
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃
棄
物
と

規
定
さ
れ
、
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
一
般
廃
棄
物
と
し
て
も
排
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
に
よ
れ
ば
、
循
環
資
源
の
循
環
的
な
利
用
及
び
処
分
の
基
本
原
則
と
し
て
は
、
第
一

が
再
使
用
、
第
二
が
再
生
利
用
、
第
三
が
熱
回
収
、
そ
し
て
最
後
が
処
分
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
北
海
道
苫
小
牧
市
に
お
い
て
は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
料
と
す
る
発
電
所
の
計
画
が
進
行
中
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
右
の
二
法
と
の
関
連
に
お
い
て
疑
義
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

本
件
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
か
ら
、
平
成
一
三
年
三
月
付
け
の
株
式
会
社
サ
ニ
ッ
ク
ス
名
に
よ
る
工
事
計
画
届
出
書

（
サ
ニ
ッ
ク
ス
苫
小
牧
発
電
所
、
発
電
設
備
）
の
コ
ピ
ー
の
提
供
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
同
発

電
所
は
「
廃
棄
物
に
由
来
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
を
燃
料
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
質
問
す
る
。

�

同
発
電
所
の
燃
料
と
な
る
「
廃
棄
物
に
由
来
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
、
産
業
廃
棄
物
又
は
一
般
廃
棄
物
に
該
当
す
る

か
。
該
当
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

一



�

同
発
電
所
の
燃
料
と
な
る
「
廃
棄
物
に
由
来
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、
そ
の
収
集
か
ら
運
搬
、
処
理
、
貯

蔵
、
焼
却
、
最
終
処
分
に
至
る
ま
で
の
全
工
程
に
お
い
て
、
各
工
程
に
関
わ
る
事
業
者
（
予
定
を
含
む
）
の
次
の
事
項
に

つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）
事
業
者
名
、
本
社
及
び
事
業
所
の
所
在
地
及
び
事
業
内
容

（
�
）
株
式
会
社
サ
ニ
ッ
ク
ス
と
の
関
係

（
�
）
廃
掃
法
に
よ
る
許
可
の
状
況
又
は
予
定

（
�
）
取
り
扱
い
数
量
及
び
単
価

二

今
後
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
料
と
す
る
発
電
所
が
増
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
再
生
利
用
が
可
能
な
場
合
で
あ
っ

て
も
コ
ス
ト
比
較
に
よ
っ
て
熱
回
収
が
優
先
さ
れ
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
増
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
質

問
す
る
。

�

わ
が
国
に
お
け
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
関
す
る
次
の
数
値
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
か
ら
今
日
ま
で
の
推
移
を
示
さ

れ
た
い
。

（
�
）
総
排
出
量

二



（
�
）
再
生
利
用
量

（
�
）
焼
却
量

（
�
）
焼
却
量
に
占
め
る
発
電
等
利
用
量

（
�
）
埋
立
量

�

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
料
と
す
る
発
電
所
に
つ
い
て
、
現
在
稼
動
中
及
び
計
画
中
に
区
分
し
、
次
の
事
項
を
示
さ
れ

た
い
。

（
�
）
発
電
所
名
及
び
所
在
地

（
�
）
建
設
（
予
定
）
年
次

（
�
）
出
力

（
�
）
発
電
コ
ス
ト

（
�
）
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
年
間
焼
却
量

�

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
料
と
す
る
発
電
所
が
増
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
生
利
用
は
減
少
に

転
じ
、
焼
却
量
は
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る
か
。

三



ま
た
、
そ
れ
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る
か
。

三

結
論
と
し
て
、
右
に
述
べ
た
懸
念
に
対
応
す
る
措
置
と
し
て
は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
料
と
す
る
発
電
所
に
つ
い
て

は
本
来
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
当
面
最
低
で
も
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
適
用
施
設
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

四


